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菅波茂

　
先
月
2
5
日
。
ネ
パ
ー
ル
の
三
つ
の
医
療
機
関
を
有
し
て

首
都
カ
ト
マ
ン
ズ
の
北
西
7
7
い
る
。
首
都
カ
ト
マ
ン
ズ
に

酒
で
大
地
震
が
発
生
。
建
物
は
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
ク
リ
ニ
ッ
ク
。

崩
壊
に
よ
っ
て
圧
死
し
た
人
東
部
に
は
ブ
ー
タ
ン
難
民
救

の
数
は
１
万
人
を
超
す
可
能
援
か
ら
始
ま
っ
た
ダ
マ
ッ
ク

性
が
あ
り
、
被
災
者
は
既
に
病
院
。
南
西
部
に
は
毎
日
新

２
８
０
万
人
に
及
ぶ
と
い
聞
読
者
の
寄
付
か
ら
始
ま
っ

て
っ
。
こ
の
数
の
原
因
は
カ
ト
だ
シ
ッ
ダ
ル
タ
母
と
子
の
病

Ｈ
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｀
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マ
ン
ズ
の
密
集
し
た
伝
統
的
院
。
カ
ト
マ
ン
ズ
で
は
多
く

な
レ
ン
ガ
造
り
建
物
の
崩
壊
の
メ
ン
バ
ー
が
教
職
員
と
な

で
あ
る
。
水
道
設
備
も
下
水
　
っ
て
い
る
ト
リ
ブ
バ
ン
大
学

設
備
も
破
壊
。
食
料
と
水
の
で
の
救
援
活
動
と
、
Ａ
Ｍ
Ｄ

不
足
に
加
え
て
不
衛
生
。
暑
Ａ
ネ
パ
ー
ー
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク
備

い
５
月
に
入
り
感
染
症
発
生
蓄
医
薬
品
を
活
用
し
た
各
国

の
危
険
性
が
追
っ
て
い
る
。

こ
の
状
況
に
拍
車
を
か
け
る

の
は
、
カ
ト
マ
ン
ズ
と
周
辺

を
結
ぶ
道
路
の
山
崩
れ
な
ど

に
よ
る
封
鎖
。
当
初
の
唯
一

の
外
部
と
の
接
点
は
カ
ト
マ

ン
ズ
国
際
空
港
だ
け
。
道
路

の
復
旧
が
望
ま
れ
る
。

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
は
ネ
パ
ー
ル
に

住
地
で
の
診
療
を
行
い
「
2
7

日
に
仮
設
診
療
所
を
開
設
し

た
。
2
7
目
に
は
シ
ッ
ダ
ル
タ

母
と
子
の
病
院
の
医
療
チ
ー

ム
が
、
震
源
地
に
互
い
ゴ
ル

カ
地
域
の
村
に
４
時
間
の
車

両
移
動
の
後
、
徒
歩
で
３
～

６
時
間
か
け
て
入
り
巡
回
診

療
を
行
っ
て
い
る
。
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3
0
日
に
は
、
ダ
マ
ッ
ク
病

院
の
医
療
チ
ー
ム
が
、
支
援

の
入
っ
て
い
な
い
バ
グ
マ
テ

ィ
県
シ
ン
ド
ゥ
パ
ル
チ
ョ
ー

ク
郡
に
向
か
い
、
カ
ト
マ
ン

ズ
か
ら
の
チ
ー
ム
と
合
流
し

て
診
療
活
動
を
し
て
い
る
。

Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
本
部
は
地
震
発
生

翌
日
の
2
6
目
に
、
調
査
員
１

人
と
看
護
師
１
人
を
カ
ト
マ

ン
ズ
に
向
け
派
遣
し
た
。
2
9

日
に
第
２
次
と
し
て
医
師
、

看
護
師
各
Ｉ
人
、
3
0
目
に
第

３
次
と
し
て
医
師
２
人
と
看

護
師
２
人
を
派
遣
。
５
日
に

は
第
４
次
と
し
て
医
師
と
看

護
師
ら
計
４
人
の
医
療
チ
ー

二
日
＝
』
一
・
＝
一

ネパールヘの支援活動について記者

会見するＡＭＤＡのメンバーら＝北

区で４月30日

ム
を
派
遣
し
た
。
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
支
部
、
カ

ン
ボ
ジ
ア
支
部
、
イ
ン
ド
支

部
、
マ
レ
ー
シ
ア
支
部
、
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
支
部
、
フ
ィ
リ

ピ
ン
支
部
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ

ン
支
部
、
カ
ナ
ダ
支
部
、
コ

ロ
ン
ビ
ア
支
部
か
ら
も
参
加

希
望
が
出
て
い
る
。

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
が
事
務
局
を
し

て
い
る
Ｇ
Ｐ
Ｓ
Ｐ
（
世
界
平

和
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
）
参

加
団
体
も
救
援
活
動
に
乗
り

出
し
て
い
る
。
マ
ー
ー
シ
ー
マ

レ
ー
シ
ア
は
医
療
チ
ー
ム
を

送
り
、
タ
イ
政
府
派
遣
医
旅

団
の
パ
イ
ロ
医
師
の
チ
ー
ム

||

－

は
2
9
日
に
出
発
。
今
年
３
月
医
療
支
援
活
動
か
ら
の
南
海

に
災
害
支
援
協
定
を
結
ん
だ
ト
ラ
フ
地
腹
対
応
へ
の
教
訓

台
湾
ル
ー
ツ
の
医
療
チ
ー
ム
を
述
べ
た
い
。
「
コ
ー
ー
デ
ィ

は
１
日
に
出
発
。
合
計
す
る
字
・
－
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
の
設

と
２
０
０
人
以
上
と
な
る
。
立
」
で
あ
る
。
世
界
中
か
ら

　
今
後
の
計
画
は
首
都
力
卜
来
る
医
療
チ
ー
ム
に
先
立
っ

マ
ン
ズ
に
「
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
マ
ー
で
コ
ー
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
派

デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
遣
さ
せ
る
。
各
国
か
ら
参
加

１
」
を
設
立
。
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
関
し
た
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
会

係
団
体
と
Ｇ
Ｐ
Ｓ
Ｐ
関
係
団
議
に
よ
り
、
被
災
地
の
医
療

体
の
救
援
活
動
を
前
向
き
に
需
要
の
把
握
と
役
割
を
決
定

調
整
し
、
地
震
発
生
１
ヵ
月
後
、
自
国
の
医
療
チ
ー
ム
を

後
に
は
、
緊
急
救
援
か
ら
復
要
請
し
医
療
行
為
を
引
導
す

興
支
援
に
向
け
て
切
り
替
え
る
の
が
理
想
で
あ
る
。
仲
介

る
。
ロ
ー
カ
ル
パ
ー
ト
ナ
ー
と
調
停
が
な
け
れ
ば
、
混
乱

は
ト
リ
ブ
バ
ン
大
学
、
ネ
パ
　
状
況
の
被
災
地
で
は
本
来

Ｉ
ル
医
師
会
と
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
ネ
の
被
災
者
へ
の
適
切
な
医

パ
ー
ル
支
部
で
あ
る
。
ネ
パ
療
サ
ー
ビ
ス
が
不
十
分
と
な

Ｉ
ル
支
部
の
メ
ン
バ
ー
は
自
る
。

身
が
被
災
者
で
あ
り
な
が
　
　
「
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
南
海
ト
ラ
フ

ら
、
被
災
者
遮
潟
甘
る
活
動
対
応
プ
言
ト
フ
フ
ム
」

を
し
て
い
る
。
刮
目
す
べ
き
。
で
、
コ
ー
ー
ー
デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン

Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
グ
ル
ー
プ
代
表
と

し
て
、
グ
ル
ー
プ
の
ネ
が
・
Ｉ

ル
か
ら
の
撤
退
は
な
い
。
ネ

パ
ー
ル
支
部
と
共
に
進
む
こ

と
を
言
明
し
た
い
。

｀
ネ
パ
ー
ル
大
地
震
被
災
者

セ
ン
タ
ー
は
総
社
市
内
か
香

川
県
丸
亀
市
内
に
設
立
予
定

で
あ
る
。
皆
様
の
ご
理
解
と

ご
支
援
を
お
願
い
で
き
れ
ば

幸
い
で
あ
る
。

（
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
グ
ル
ー
フ
代
表
）
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